
我神なり

～究極に自由な「神の生き方」を目指して～



大それた言い方かもしれませんが、

これからあなたの人生にとって

本当に重要な事を話していきます。

「神として生きるというお話」

です。

この話を腑に落ちるまで何回も繰り返し読み、

実践していってもらえれば、あなたは

“本当の自分としての人生”

を生きることができるようになります。

逆に言えば、ほとんどの人は

本当の意味での自分の人生を生きておらず、
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借り物の人生の中で「幸せになれない」と

もがき苦しんでいるということです。

なぜ借り物の人生を生きているのか？

なぜ苦しまなければいけないのか？

それは自分が神だということに

気づいていないからです。

「我神なり」

その事に気づいた時から

本当のあなたの人生が始まるんです・・・。

今回はそんなお話です。
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質問です。

あなたは神を信じますか？

いや、別に宗教の勧誘をしたいわけではありません（笑）

僕自身、何か特定の宗教を信仰しているわけでも

ありませんし。

あなたが神を信じているにしろ、信じていないにしろ、

今回は神様のお話なので、「神は存在する」という前提で

話を進めさせてもらいたいと思います。

では、「神は存在する」として、

神様は一体どこにいると思いますか？
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宇宙のどこかでしょうか？

それとも天国ですか？

日本では八百万の神なんて言いますが、

そこら中にいるということでしょうか？

それとも、外側ではなく内側、

つまり、自分の中にいるのでしょうか？

答えは・・・

わかりません（笑）

いや、そもそも神というのは

人智を超えた存在であるはずなので、

人間の頭では認識することは不可能なはずです。

ページ 5



認識できた時点で、それはもう神とは呼べない存在になります。

「神」とは人類にとって最も抽象的な言葉なんです。

では、認識できないものをどうやって捉えればいいのか？

こんな事を考えていくとかなり哲学的な話になり、

眠りだす人がいそうなので（笑）

質問を変えましょう。

神をどう捉えれば

人生は豊かになるでしょうか？

まず、神を自分の外側のどこかにいるものとするのか、

内側にいるものとするのかで分けてみましょう。

こう分けてみると、果たしてどちらの方が人類にとって

有益でしょうか？
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「そんなの分かるわけねーだろ」

と、もしかしたら思われるかもしれませんが、

これは科学的な実験でどちらの方が有益なのかを

検証することができます。

具体的にはキネシオロジーという学問でよく使われる

「筋反射テスト」というものを使います。

有名なものにOリングテストというものがあるんですが、

やり方はGoogle様で調べてみてください。

（暇があればOリングテストのやり方の動画を作って

　配りたいと思っていますが、期待はしないように　笑）

で、これで調べてみると例外なくこういう結果が出ます。

ページ 7



神様は外側にいる　＜　神様は内側にいる

神様は内側にいると意識した時のほうが

外側にいると意識した時よりも

エネルギーレベルは高くなります。

そして、しつこいようですが、

これは例外なくです。

ぜひ自分でもOリングテストをやってみて

確かめてみてください。

で、話はここからさらに一歩進みます。

「神様は自分の内側にいる」と意識した場合と、

「自分自身が神である」と意識した場合では
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果たしてどちらの方がエネルギーレベルは

高くなるのでしょうか？

これもOリングテストで実際に自分で確かめてみれば

簡単にわかってしまうことなんですが、

またしても例外なく

神様は内側にいる　＜　自分自身が神である

となります。

つまり、

「我神なり」という生き方こそが

最もエネルギーレベルの高い生き方である
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ということです。

では、

もし自分が神であったとすると・・・？

まず第一に「全てのものは自分が生み出している」

という事になりますよね。

自分が神なんだから。

つまり、「全ての現実を自分が創っている」という事になり、

“何が起きても全部自分のせい”ということになります。

だから、

バリ島に行って蚊に刺され感染症になって死にかけても

自分のせい。
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ビジネスが上手くいっても、うまくいかなくても自分のせい。

モチベーションが上がっても、下がっても自分のせい。

上司が良い奴でも、嫌な奴でも自分のせい。

年金がもらえても、もらえなくても自分のせい。

景気が良くなっても、悪くなっても自分のせい。

情報商材を買って成功できても、現実が何も変わらなくても

自分のせい。

女にモテても、モテなくても自分のせい。

将来が希望に満ちていていも、不安に満ちていて自分のせい。

健康な毎日が過ごせても、病気に苦しんでいていも自分のせい。
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人から感謝されても、恨まれても自分のせい。

政治家が良い奴でも、悪い奴でも自分のせい。

自然災害やテロが起きて沢山の人が亡くなっても

自分のせい。

明日世界が滅んでも自分のせい。

なぜなら、私が神だから。

いやいやいや、政治家がどうとか自然災害とかテロとか

そういったものに関しては流石に自分のせいじゃないでしょ！

どうすることもできないじゃん！
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もし、わずかでもそう思ったのなら

あなたはまだ「我神なり」としての生き方を

実践できていないという事になります。

人生には２つの生き方があります。

「主体的な生き方」と「依存的な生き方」

です。

「主体的」に生きるというのは

自分の意思や判断に基づいて生きる

という意味です。

逆に「依存的」に生きるというのは

他のものに頼って生きる

という意味です。
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で、この２つの生き方で人生の鍵を握っているのは誰か？

というのを比べてみて下さい。

主体的に生きる場合は

人生の鍵を握っているのは他ならぬ自分自身です。

自分の判断や意思に基づいて生きているわけですから。

しかし、依存的に生きる場合は

人生の鍵を他人に握られてしまっている状態です。

あなたは自分の全財産が入った金庫の鍵を

どこかの誰かに渡しますか？

おそらく自分のアパートの鍵ですら

簡単には渡さないと思います。
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変な奴が泥棒に入ったら嫌ですからね。

よっぽどの事がない限りは

自分自身でしっかりと鍵の管理をするはずです。

じゃあ、一番大事な人生の鍵なんか

絶対他人には渡せませんよね。普通は。

でも、他人に握られてしまっている状態の人が

世の中の９９％だったりするから驚きです。

それは自分の人生を生きていませんよね。

親に与えられた人生。

他人や周りの人間に与えられた人生。

会社に与えられた人生。

国に与えられた人生。
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そんなどこかの誰かに与えられた借り物の人生を生きていて

果たして本当の幸せが手に入るでしょうか？

自分の人生を生きていないというのは

極端な言い方をすれば

まだ生まれてすらいない

のと同義だと思います。

生まれる前に死にますか？

残念ながらほとんどの人はそうやって死んでいくわけですが。

仏教的に言えば、こうやって輪廻転生が

行われていく事になります。

つまり、いつまでも苦の世界から抜け出せない。
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死んでもまた生まれ変わって苦しみの世界を生きることになる。

しかも、次も人間に生まれ変われる保障はどこにもない。

次はミミズかも・・・。

もしかしたらゴキブリに生まれ変わるかも・・・。

そして、この輪にいる間はずっと

魂が次の次元に上がれないわけです。

だからこそ、「我神なり」の信念の元に

主体的に生きることが重要なのかなと。

主体的に生きるとは

本当の自分としての人生を生きる事です。

借り物の人生を卒業するという事です。
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全てが自由であると共に、全ての責任が自分にある、という

生き方を選択するという事です。

そして、主体的に生きる人が増えれば

世界はもっと良くなるに決まっています。

どんな結果が訪れようと後悔のない生き方を

することができます。

僕が昔から人生最大の目標として掲げている

笑って死ぬ

ということを可能にする唯一の道だとも思います。

だから今日から「我神なり」の信念の元に生きましょう。
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で、その上であとは何をしても自由です。

金持ちになりたい！

OKです。

女にモテたい！

いいですねー。

権力が欲しい！

手に入れましょう。

世界中に自分の力を認めさせたい！

素晴らしい。

死ぬまで健康に生きて趣味に没頭したい！

あー、いい人生ですね。
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おれは俗物だ！
金も欲しいし、SEXもしたいし、権力も欲しいし、

好きなことしかしたくないし、皆に認められたいし、

旨いもんが食いたいし、やりたい事もいっぱいある！

それでOK！

どんな人生を生きてもOKなんです。

なぜなら、

宇宙には意味などないから。

宇宙が何のために生まれてきたのか？

そんな問いはナンセンスです。

最初から意味なんかありません。
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いや、むしろ意味があっちゃいけない。

宇宙に意味が無いということは

地球が誕生した事にも意味はないし、

僕が生きている事にも、あなたが生きている事にも、

意味なんかない、という事です。

元々人生に意味なんかありません。

でも、だからいいんです。

意味が無いからこそ、自分で自由に意味付けできるわけです。

もし、宇宙に意味があったとして、

その中であなたはガンになってめちゃめちゃ苦しんだ末に

治療のかいもなく死ぬ、そのために生まれてきたんですよー

なんて言われたら最悪ですよね（笑）
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でも、もし宇宙を創った神様があなたの目の前に現れて

「え？　私はガンになって死ぬために生まれてきたんですか？

　そんな事のために宇宙を創ったんですか？」

と質問した時に、

「そうだよ。それが目的で宇宙を創ったんだよ」

なんて言われたとしたら残念ながら反論の余地はないわけです。

しかし、幸いにも宇宙には意味が無いので

（というか、そもそも意味があるかどうかを調べる事は

　不可能なので）

僕らは自分の人生を自由に意味付けし、

好きなように生きることができます。

自分の欲望を満たすために生きるという事を選ぶも自由。
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誰かを守るために生きるという事を選ぶも自由。

世界を変えるために生きるという事を選ぶも自由。

何を選ぶも自由なんです。

「我神なり」として生きてさえいればね。

さぁ、今日からあなたの本当の人生が始まります。

「自分が神である」という事に気づいた瞬間に

本当のあなたが産声を上げました。

あとは、

思う存分人生を満喫してください。
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ではでは

今回のお話はこれでおしまいです。

この読み物がほんのわずかでも

あなたが思い描く最高の人生創りに貢献出来れば幸いです。

ありがとうございました！

甲本次郎
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追伸

主体と依存に関してですが、人間は協力し合わなければ

生きていけないというのも事実です。

なので、主体的に人を頼る。

主体的に人と協力する。

これは必要不可欠な事です。

それと依存とは全く別物だということは

理解しておいてくださいね。
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